



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言 -21世紀の日本を考える(第6回)- 「混沌の時代に光










































































































































































































































































































































































け考えると 7-8 %だと。これを入れても 30%ちょっと 40%ぐらい。ところが、今、境界は
200海盟がありますから、 200海里取ると、 2島だけでこんなに海が広がります。 3
ると半分ぐらいになります。そんなことを考えませんかという話ですが、こういう話も私がこの
地関を入れて書くまではだれも議論したことがない。これも驚くべきことで、政府の人が見て、
はあ、なるほどというぐらいですから、何じゃお前らという感じでした。
安全保障の話は飛ばしまして、極めつけはですね、根室でアンケートをとりました。これは
2005年の時ですけど、日本の政府の田島一括の立場を支持しますかということに3割。あと
のG割以上は考え直せと。び、っくりしますよねo ~b海道新開ともこの後一緒にやったら、やっぱ
り半分くらいの入が、政府の今のやり方はやめろと。 4島一括なんて返らない。取れるものから
取れという議論になっているのです。この時に、いろんな他の年の調査がありまして、小樽、函
館は北方領土にさほど関心がないというのが非常によくわかりました。つまり、私の考えでは遠
くに居る入、直接利害関係にない人ほど4島でがんばれ。どうでもいいわけですよ、他人事です
からね。 4島で頑張れというと、自分が国を思っているような気持ちになって、気持ち良いので
しょう。
ところが地元の人は日の前に援があって行けない。その苦しみをずっと置かれているわけです。
皆さん、北方領土が返ってこないことが根室の苦しみではないのですよ、ほんとうは。国境線が
ない事が根室の苦しみなんで、す。ほんとうは目の前に壁があるのです。それを壁とは呼べないの
です。国境の町根室とは呼べないのです。そんな事言ったら僕、怒られます。あそこは国境がな
い。国境は択捉の北にあると。私が国墳の町根室と言ったら東京の人に怒られました。択捉の北
でもいいですが、目の前にいてもう 60年も苦しんで、いる人たちの事をもう少し考えてあげたら
どうでしょうかというようなことです。
「固有の領土jに戻りますと、「国有の領土jって吉えないですね。多くの場合外務省は門組
integral part"。これは日本の不可分の一部といったニュアンスですね。昔からの日本の領土とい
う意味ではなt)0" inherited"を使うことがありますが、これも言い出すと、いつから"heritage" 
なのですかということ。外務省の定義は も外国のものになっていなt)Jということです。
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も外国のものになっていないのを「固有Jと訳すのはちょっと違いますね。「国有Jだった
ら昔から日本のものですよと t)と本来の意味ではない。つまりそれくらい言葉のあやで
やっているということです。だから「固有の領土Jと吉わない方がいいと思います。きちんと日
本の大事な領土ですよと、ただそれだけでいいと思うのです。メディアの人も、外務省はなぜ、「国
有の領土Jだと言わないのか、そうやって交渉しているのかと。交渉にならないですねそれを言
うと。なぜ、かというと f固有の領土Jというのは国際法的に考えると、昔から使ってきたという
意味、あるいは昔、実効支配していたとt)う意味になります。だが、少なくとも北方領土問題に
はこの手の主張はあまり効き目がありません。なぜなら条約があるのだから、これらの主張より
も、条約の解釈こそが法的に決め手になるからです。
だから、サンフランシスコi苦手口条約で択捉、国後は放棄していない、南千島は千島ではないと
しミうような、わからないことを一生懸命言って理屈を使っているわけです。結局ですね、日本の
形というのが戦争に負けて、そこから今の周辺が国境化された、境界化されたわけですね。その
ことをみんな忘れているわけです。他人事ですから。
しかし今、紛争がユーラシアの陸から海に変わって行く中で日本の周りの海というのは、今ま
で海に閉まれているから平和で、良かったねという話、中国やロシアは大陸で戦争してたいへんだ
ねと。ところが向こうは全部解決していっている。つまり私が思うに今の人間の生産力や技術で
あってお互い紛争をして境界のことでもめるというのは、コストが高くなっているから折り合っ
て解決しようとしている。逆に海は、昔は広くてみんなのものだったけど最近は海底を掘れてエ
ネルギーも取り出せる。石油も採れる。そして200海里ということも提言できる。つまり海の
境界化、海の境界付けが始まっている。そういう中で今まで、ぼうっとしていた日本の周りという
のは非常に緊張が高まってきているというのが、現実だろうと思います。
そうt)う段階で日本の本来の身体を確定するためには、根室、与那国、対馬、小笠原みたいな
ものの意味をもう少し確認していかければいけないだろうと。海がこれだけ広い日本の海になっ
ているのは国境離島があるからです。我々はこういうフォーラムをず、っとやってきていまして、
根室では与那国町長とか、対馬市長とか、小笠原の代表者を入れてフォーラムをやりました。内
向きになってはいけない。国境の事を日本人だけでやるとナショナリズム的になりますから、そ
うじゃなくて外国人、インド人とかカナダ人や通訳を入れてやると。元島民の声を聴いたり、そ
のあと対馬で、やって、これは福岡と釜山の超広域経済圏みたいな話をやりました。韓国の方を入
れて竹島を巡って少し際どいようなこともありましたが、対馬新聞みたいなところで、もやってい
ます。それで、今年の5月は与那国でやりました。ここではですね、根室の特区を作って盛り上げ
ようといったプランを報告したりしました。夜はこうやってエイサーで泡盛飲んで、躍るというこ
とになりますが。
この時ゃったのは空です。与那国に100キロくらいです台湾まで。石垣にも 100キロO と
ころが石垣には税関、出入国検疫があるのですが、与那国にはそれはない。一番近いのに戻って
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L功=ないといけない。場合によっては那覇に戻らないといけない、石垣だってチャーター便しか
ない。そこで町長に与那国でセミナーやりましようと言ったら、台湾でもやろうと。チャーター
便飛ばそうと言われて綾をぬかしそうになったのですが、頑張って沖縄復帰記念日に与那国に
チャーター便を飛ばしました。与那国の上空というのは防空識別国というのがあって、半分、台
湾が管理していたのですが、最近、日本に戻って来て、与那国の空が日本に戻って来て最初の
チャーター便ということで大いに盛り上がりました。思わず涙ぐんでいました。皆さん。大学講
師になって飛行機を飛ばすとは思っていなかったので。最近、旅行代主部吉みたいなことをやって
t ~ます。そして台湾でもやると。最後は宴会をやると。
要するに、このようにネットワークの日本の中の穴、隣国との穴を埋めて世界の中で新しいも
のをつくる。世界のボーダースタディーズの機関というのは全部、首都にありません。イングラ
ンドとスコットランドの国境にダラム大学とし寸映画ハリーポッターの撮影場所ですけど、そこ
の大学にありますがロンドンにはない。それからネットワークをやっているヨーロッパも全部、
オランダ・ドイツ国境とか、フィンランドもへんシンキではなくてヨエンスーというロシアの国
境に近いところにある。アメリカの学会も西海岸です。ワシントンの人なんて何も興味ありませ
んね、国境の話には。われわれも北海道ですからいいのではないかということで。
何が言いたいかというと、国境の境界研究をやっているのは端っこにあること。端っこでくるっ
と子をつないでキャピタル(首都)を包囲すると、要するにキャピタリズム(首都中心主義)を
倒せという話で世界を国境から包囲するというのはこの話なのです。 唯一国境研究所の大きいセ
ンターを首都に持っている国は中国です。我々は田舎者向士で独りよがりになるといけないので、
ワシントンのシンクタンク、それから中国国務読の発開封究所ですか。そういうところを窓口に
して政策発信なり、政策提言をやっています。そして、最後で、すが端っこに暮らしている人たち
はナショナリズムを信じていません。さっきの根室の例もそうですが、今日は時間がないから話
ができませんが、対馬もそうです。みんな隣とつきあいたい。でも、つきあえない。その苦しみ
をもう少し我々は理解するというふうに思いたいと思います。境界地域に暮らす人々のために私
はこれからもこの旗を掲げていきたいと思います。
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